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令和 2年度 能勢町介護保険事業運営委員会（第２回）  

～ 議 事 録 ～ 

 

【 開催日時 】  

令和２年 11月 24日（火） 14：00～16：00 

 

【 開催場所 】  

能勢町保健福祉センター1 階 集団指導室 

 

【 出 席 者 】  

委 員：７名（神出委員、福西委員、乾谷委員、的場委員、平川委員、仲下委員、川原委員） 

事務局：5名（藤原部長、中務課長、菊池係長、畑中主任、大澤） 

傍聴者：３名 

 

【 資    料 】 

 

・（資料１）  第８期能勢町高齢者保健福祉計画および介護保険事業計画（素案） 

・（資料２）  第８期能勢町高齢者保健福祉計画および介護保険事業計画（素案）

の概要 

・（資料３）  第 7期計画と第 8期計画（素案）の比較 

・（当日配布資料）  能勢町介護保険事業運営委員会（第 2回）出席者名簿 

 

 

【 次    第 】  

１．第 8期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画案について 

  ２．その他 
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 【 議事概要 】 
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それでは案件に入りますが、本委員会は過半数の出席をいただいております

ので、会議が有効成立しておりますことをご報告させていただきます。 

では、本日の会議を招集いただきました、神出委員長よりご挨拶をいただき

ます。 

 

皆さんこんにちは。秋の何かとお忙しい中、本日は介護保険事業委員会の第

2回目にお集まりいただき、誠にありがとうございます。 

来年度から 3年間の第 8期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の立案

がかなり進んでおりまして、そちらの内容を皆さんで精査いただくといった位

置づけの大事な委員会となっております。 

約 2時間の長丁場になりますが、ぜひ活発なご議論をいただきたいと思いま

す。それでは何卒よろしくお願いいたします。 

 

では以降の議事進行は神出委員長にお任せしたいと思います。委員長、よろ

しくお願いいたします。 

 

それでは、委員会に入ります。次第に基づき進めてまいります。「案件 1．

第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について」、事務局より説明を

お願いします。 

 

（事務局説明） 

○（資料１）第８期能勢町高齢者保健福祉計画および介護保険事業計画（素

案） 

〇（資料 2）第８期能勢町高齢者保健福祉計画および介護保険事業計画（素

案）の概要 

 

ご説明いただき、誠にありがとうございました。議論に入る前に少しだけ補

足をさせていただきますと、今お話がありました、１０年分日本人が若返って

いるのではないかということが言われています。それは国立長寿医療研究セン

ター等の解析チームが、例えば認知機能ですと１０年前の方と１０年後の１０

歳上の方の認知機能がほぼ同じくらいになっているとか、あと握力や歩行速度

が１０年前の６５歳の方と１０年後の７５歳の方とほぼ同じくらいだというこ

とで、体力や認知機能が日本人は若返って、歳を取っても若い時の状態を保て
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ているのではないかといったデータに基づいて、今の日本人は１０歳くらい若

返っていると。ですからそれをもとに、日本老年医学会なんかが高齢者の定義

を６５歳から７５歳に上げてもいいんじゃないかということまで提案されてい

るような時代です。 

実際日々の高齢者の方と接する実感としても、若い元気な高齢者の方が増え

ていて、７５歳、８０歳になっても６０代と変わらないくらいの体力がある、

非常にしっかりした方が増えている実感がありますので、間違いない事実かな

と思います。それは能勢町の中でも同じようなことが起こっているのではない

かということで、今のようなお話があったと思います。そうなりますと、地域

共生社会の中で、元気な前期高齢者が虚弱な高齢者を支えていくといったこと

を、地域包括ケアシステムの中でしていくことは、能勢町のみならず、日本全

国どこのまちもそういったことを求められる時代になってくるのではないかと

思いました。 

今回の第８期計画の中で、そういった地域共生社会を掲げられたのはまさに

そうだと思いますし、ご紹介のあった「健康長寿事業」で、多くの町民の方と

接するにあたりまして、皆さんお元気な方が多く、実際にそういうことが実現

化できるのが能勢町ではないかと思いますので、非常にリーズナブルな計画に

なっていると考えた次第です。 

あと、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施を行うということで第 5章

にありましたが、これは国の施策として進めていこうと、各市町村はこういっ

たことを取り組んでくださいといったことが国の方針としても言われていま

す。大阪府の中で実際取り組めている市は、４３市町村の中でまだ 5市町村し

かありません。そのうちの 1つが能勢町で、先進的に取り組もうという姿勢を

見せられています。その中の１つとして、町が持っておられる医療保険や介護

保険のサービス情報をしっかり分析して、その町の実情に合った保健施策を立

てていくということで、ＫＤＢ、国保データベースシステムの情報を分析しつ

つ、能勢町の中の健康課題を介護予防の現場に取り入れて、いかに介護を受け

なくていい方を増やしていくか、それによって健康寿命を延ばしていくといっ

た取り組みになります。 

そのお手伝いを大阪大学でもさせていただいていて、そういった事業の一環

として、「健康長寿事業」として主に能勢町では家庭血圧を測っていただくこ

とを５年間行い、皆さんが健康で長生きしていただけるようなまちづくりに貢

献できないかといったことを取り入れてやらせていただいています。どこのま

ちでもこれをやらなきゃいけないという中で、我々としては能勢町のために少

しでもお役に立てばと思っていますし、我々は研究もしていかなければいけま

せんので、能勢町がそういった研究にご協力くださることを本当にありがたい
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と思っています。 

あと先ほどの話の中で、町と社協の連携が大事だというのが随所に出てまい

りまして、そういったところも一緒にこの第８期計画を進めていこうといった

計画になっていると思いました。 

そのあたりで、副委員長いかがでしょうか。 

 

委員長がおっしゃいましたように、随所で社協の名前が出ておりました。い

かにこれから行政と連携を密にして、地域社会のことに取り組んでいかなけれ

ばいけないと改めて思ったところです。 

それは日々の事業の打ち合わせ等で詰めていきたいと思いますが、ここで確

認したいことが１点ございます。資料１の４０ページで、能勢町で事業を実施

する際の課題を３つ挙げていただいていますが、１番目の「必要な人材の確保

が困難である」は分かるのですが、２番目の「利用者の確保が困難である」と

いうのは、具体的にどういう内容でしょうか。元気な人が多いということでし

ょうか、具体的に教えていただきたいと思います。 

 

ありがとうございます。介護保険事業所の現状については、介護保険事業所

アンケートをしており、町内の事業所と近隣の事業所も合わせて、４２の事業

所に対してアンケートを行いました。そのうち３０の事業所からお答えいただ

いています。 

町内あるいは町外で能勢町にサービス提供している事業所にアンケートをし

た結果、利用者の確保が困難であるという数字が出ています。能勢町でいうと

デイサービスの事業所がいくつかありますが、町外の利用も最近増えてきてい

るような傾向もありまして、町内の事業所の話を聞きますと、もう少し受け入

れに余裕があるという声も聞くことがあります。利用者からの利用申し込みの

対応として、やや余裕があるというところが出てきていますので、この辺りと

絡んでくるのかなというところと、今後高齢化が進んで、高齢化率が４０％、

５０％となっていくんですが、これは高齢者の人数自体が増えるわけではなく

て、むしろ現役世代がぐっと減ってくるところから、高齢化率が相対的に上が

っていくような人口の見通しになっています。 

色々な方のお話を伺うと、今後継続して利用者を確保することが能勢町単独

では難しいかもしれないという声も聞いたりすることはあります。もちろん色

んなサービスの形態がありますので、全ての事業所において利用者の確保が困

難というわけではないと思います。例えば、この度のコロナの関係では訪問型

のサービス、訪問看護や訪問介護といったサービスは、むしろ利用者の申し込

みに応じきれないということも聞いておりますので、一概には言えませんが、
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アンケートを集計した結果はやや利用者の確保は難しい、もしくは今後難しく

なるんじゃないかという答えがいただけたということです。 

 

豊能町と比べて、４２事業所というのは多い方でしょうか。 

 

町内の事業所だけでいうと、豊能町より能勢町は事業所の数が少ないと思い

ます。訪問看護も町内１か所ですが、豊能町でしたら３か所くらいあります

し、デイサービスの事業所も能勢町より多くあります。 

 

ありがとうございました。行政と社協のつながりというところで、しっかり

と連携をとった取り組みをどうぞよろしくお願いします。 

それでは委員の皆さまからご意見やご質問があればお願いします。 

 

資料１についてお聞きしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

まず２４ページで、高齢者の生活実態調査から高齢者の外出について挙がっ

ております。新型コロナウィルスの影響によって、外出の機会が少なくなって

きたということで４８％が外出自粛の理由にコロナを挙げておられます。外出

を控える人については、未だ終息に至っていないから今後も増えてくると推測

しているんですが、その中で外出を促すひとつの施策としていきいき百歳体操

が有用かと思っています。 

今後地域のことは地域かもしれませんが、いき百に続く第２、第３の仕掛け

が必要になってくるんじゃないかと感じています。８２ページにもあがってお

りますが、新型コロナウィルス感染症に係る新たな日常生活への支援をやって

いきましょうということも謳っておりますので、その辺も合わせて何かお考え

があれば、まずお聞きしたいと思います。 

 

ありがとうございます。最初のご質問、ご意見の外出の頻度についてです。

確かに外出の頻度についてニーズ調査を行ったら、大きく減りました。これは

調査をした時期の問題もあるだろうと思っています。５月から６月にかけてコ

ロナが大きくなっているところに調査せざるを得なかったもので、実際の外出

回数が減っているような統計結果になっています。これが本来の数値なのかと

いうのは分析がいるかと思いますが、逆にコロナ禍ではこういう結果になった

ことがわかる資料としてはいいのかなという意味で捉えています。 

おっしゃる通り外出を促す取り組みとして、いきいき百歳体操に続く仕掛け

がいるんじゃないかと思います。百歳体操は多くの方に参加をいただいていま

すが、やはり体操が嫌な方もいると思います。どういうことを誰がやっている
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のかということを知った上で、参加されない方はやはり参加されないと思いま

す。百歳体操だけではなく、第２、第３の何か、それが何なのかということも

含めて、考えていかなければならない大事なことだと思っています。 

これが何なのか、どうやって作ったらいいのかということが非常に難しいの

ですが、役所がこういうことをやるから集まれということをしても、うまく続

かないというのが今までの役場の経験則であります。地域の皆さんが日常話し

合う中とか色んなことを議論するような場所から、「こういうものがあったら

いいんじゃないか」という意見が出てきて、それが実現可能であれば、役所が

全力で応援するというような形でやっていくことになるだろうなと考えていま

す。 

新しい日常の支援というところですが、これについても役所で有効な手出て

というか策が見つからない状況です。計画書の９１ページの第５章にも書いて

いますが、人と人が触れ合う機会が減ってしまって、新しい日常の支援をどう

していったらいいか分からないというようなことを書いています。一方でＩＣ

Ｔを使って遠くの家族と話せるようになるとか、通信技術を活用して人と人が

つなる仕組みというものも、世の中に出てきています。例えばこういうような

ことを通じて、人と人が繋がる新しい日常への支援ができないかとか、はたし

てこれが皆さんに必要な支援なのかどうか、役場でもはかりかねているところ

がありますので、ぜひご意見があれば伺えたらなと考えています。 

 

２つ目でございますが、今いきいき百歳体操が出てきた関係上、ご質問した

いと思います。第７期の振り返りとして５９ページにいきいき百歳体操のサポ

ーターの育成ということで、令和２年度でサポーターの数が１００名と予定さ

れています。いきいき百歳体操の推進でサポーターの育成を年１回３回コース

で行いましょうということが、同じく８１ページにもあがっています。そのに

ついてご質問したいと思います。 

サポーターにつきましてはいきいき百歳体操に具体的にどのように関わって

おられるのでしょうか。それから、各地区での運営のあり方ですが、色んな方

が世話人をされて運用されているのが実態かと思います。この世話人がなかな

か長続きしないとか、色々な関係があって先細りしているんじゃないかという

のがひとつの障害となっていき、消極的な運用になってしまうことを心配して

います。そうならないようにすることが重要なんですが、そういう意味でサポ

ーターと世話人の関係でリンクするものがあるのかというあたりをお聞きした

いと思っています。 

 

ありがとうございます。まずいきいき百歳体操のサポーター育成教室のご質
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問です。能勢町ではこれまでいきいき百歳体操の実施だけではなく、いきいき

百歳体操を支援していただくサポーター育成教室というものもやっています。

毎年冬場の２月から３月にかけて、３回から４回コースでやっていまして、今

のところサポーターが９０名くらい育成している状況です。 

どんなことをしているのかというと、講師として理学療法士、作業療法士の

先生に来ていただいて、介護予防のことや高齢者の体のことや認知症予防につ

いて講演いただくとか、あと具体的にこんなことをしたらいいという実演も交

えて教えていただいています。 

具体的な活動場所としてはそれぞれの地域の中で、例えば世話人として活動

している方や、特に世話人ではないけれど参加者の１人として場を盛り立てて

いただくような形で関わっていただいているとか、地区によって、または個人

によってかかわり方は様々だと思いますが、こういったサポーターを引き続き

育成していきたいと考えています。ただ毎年冬場にやっていたこともあり、コ

ロナの関係もあって、去年は実現できませんでした。全て役場の者が行けたら

いいんですが難しいですし、役場は専門職の地域包括支援センター職員がおり

ますので、専門的なところについての指導、助言を引き続きお願いして、あと

はサポーターのお力も借りながら、地域でなるべく継続していただくための取

り組みが必要だと思っています。 

継続するための取り組みについては、我々もどうしたらいいかと思っている

ところで、例えば交流大会の場で、他の面白い体操の情報提供など色々やって

います。体操自体を地味に毎週続けていただくことが一番の大きな目的です

が、世話人の交代やより盛り上げるための工夫を引き続きしていかないといけ

ないと思っています。 

 

サポーターと世話人の関係ですが、最初にこの百歳体操が始まった時に、運

営側で世話人をどういった職種でお願いするかというあたりも聞いています。

ひとつは民生委員にお願いしたいという話もあって、いや受けないよという地

域もあったように聞いています。そしたら委員会的な組織の方で受けてもらう

とか、その地区の事情があると思います。利用者の中で世話人を決めてやって

おられる会場もあるようで、一定のものではありません。 

私どもの地区でも今２名の世話人でやっていますが、民生委員の立場として

は、民生委員本来の業務以外にも、こういった世話人にもかかわっておられる

方がどれくらいいらっしゃるのか調査をしていきたいと考えています。あわせ

てどういう形態が望ましいのか探っていこうと思っています。 

いきいき百歳体操については、私も肯定的で、もちろんうちの地区も大盛況

でやっておりますので、十分健康面の活用には効果が出ていると考えていま
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す。この世話人辺りが何かいい方法がないかというのが、今の悩みの種で、い

い知恵があれば教えていただきたいと考えていますので、よろしくお願いしま

す。 

 

世話人ですが、サポーター育成教室を開くにあたって、世話人イコールサポ

ーターという形で絶対地区から出さないといけないこともなくて、世話人で会

場の鍵を開けたりとか、ちょっと仕切ったりとか、より深く百歳体操を知りま

しょうとか、他の地区との交流をしませんかということで募集したところ、１

人出してこられるところもあれば、みんなで行きましょうと５、６人でサポー

ター育成教室に参加される地区とか、うちは出しませんという地区とか様々な

ので、必ずしも世話人をしているからサポーターになっているかといえばそう

ではなくて、民生委員のように交代すると、サポーターや世話人も退いて参加

をしなくなるような地区もあれば、引き続いて後方支援でやっているという、

様々なやり方ですが、まずは数を増やそうということでやってきました。ただ

話を聞くと、孤独というか他の地区の情報が知りたいとか、うまくやっている

地区もあれば、１人で担っているのですごく責任重大で大変というところもあ

りました。 

昨年度に本当はサポーター同士の会を作って、横のつながりで百歳体操新聞

を作りませんかとか、交流大会の実行委員会を立ち上げませんかということ

で、みんなで盛り立てていけたらと思っていましたが、コロナの関係でそれが

できなくなってしまいました。今は感染防止対策しながら気を使って皆さんや

ってらっしゃるので、そういう大きな会はできませんが、横のつながりを広げ

ながら、サポーターを支えていけたらと思っています。 

 

サポーター１００名のうち地区別の人数一覧のようなものがあれば、いただ

けたら参考になると思います。 

 

一覧もありますし、サポーターの代表が何の所属なのか、民生委員なのか区

長なのか老人会の役員なのかということもわかるものがありますのでお渡しし

ます。 

 

私どもも老人会的な方が代表としてさせていただいていると思いますが、サ

ポーターが後方支援で何をやっているのか分からない状態で、何か世話人とリ

ンクできればいいなと思っておりました。皆さん忙しい中で、鍵を開けたり、

終わったら締めるということでなかなか大変で、うちの地区にサポーターが何

人いらっしゃるのか分かっていません。 
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民生委員で気になる方を地区内で訪問していただいていますが、今コロナ禍

で思うように訪問ができない状態ですので、いきいき百歳体操だったら割と今

の状況でも来ていらっしゃるので、訪問する代わりにそういう体操に足を運ん

でいただいたら、色んな話もできていっぺんに片付くといった狙いもあるの

で、民生委員としても頑張っていますが、どれだけ民生委員がかかわっておら

れるのか調査できましたらまた情報も提供したいと思います。 

 

ありがとうございました。百歳体操を継続することと世話人に負担のかから

ないような仕組みもお考えいただけたらと思います。貴重なご意見ありがとう

ございました。 

 

資料２の第２章の高齢者の生活実態の中でリスクに対する表があります。認

知症リスクと並んで、うつのリスクが高いという結果が出ております。どうし

て突然うつのリスクが出てくるのかなというところを、私なりに読み解いてみ

ました。 

資料１の３６ページの（４）主な介護者が行っている介護というところで、

これは町民にアンケート調査をした結果が集計されていますが、家族介護をさ

れている方の介護の実態がよく出ていると思います。主な介護者が一番よく行

っている介護が、「食事の準備（調理等）」で７４．４％、「その他の家事（掃

除、洗濯、買い物等）」も７３．８％、その他にも「生活面に必要な諸手続

き」など、この辺を見ておりますと、主な介護者がどんなことをされているの

かが明確に出ていると思います。食事の準備、買い物、洗濯、掃除、これは毎

日２４時間途切れることのない、まさに家事労働ですよね。家族介護者とはい

え、男性が担っているのか、女性が担っているのかという視点で考えますと、

家族介護の主な担い手は女性であろうと推察いたします。 

その家族介護の主たる介護者が、一体そのしんどさや今後の自分たちの生活

に対する不安を誰に相談しているんだろうかということを、資料１の２９ペー

ジに「あなたの心配事や愚痴を聞いてくれる人はいますか」という質問で聞い

ています。心配事や愚痴を聞いてくれるのはほとんどが配偶者、あるいは友

人、別居の子どもということで、ここに専門職の相談相手がないのが見て取れ

ます。 

これはとても重要なことではないかと思います。家族介護の主な介護者が家

事労働という形で女性が介護をほとんど担っている。そして日々の介護や自分

の将来を考えた時に、様々な不安や心配事が出てくると思います。それを今は

家族の中で愚痴として話してるんでしょうけど、それはリスクについてという

集計にも出ておりますが、うつのリスクにつながっていくのではないかと、私
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はこのデータから不安を読み取っています。 

この資料を丁寧に説明していただいた中で、一人暮らしの高齢者という言葉

がキーワードとして多く出てまいりました。これはこういう資料の中ではリス

クの高い人という印象を受けていましたが、おかげさまで私もまだ元気です

し、私より年配の方々は、畑で一生懸命野菜作りに励んでお元気な方もたくさ

んいらっしゃいます。一人暮らしの高齢者イコール介護に近い対象であるとい

うようなイメージは、今後払拭していかなければならない課題じゃないかと思

いました。このデータを見て、要するに介護の問題点が女性の老後の在り方と

リンクしているということは、押さえておくべきことではないかと思います。 

私の周りの方々も、認知症の話とか雑談めいたことをしますが、「ぼけたも

ん勝ち」だとか「認知症になるのが一番楽」だとか言うのは男性が多いです。

どうしてそんなことが言えるのかといいますと、自分のことは最後は嫁さんが

看てくれるという楽観的な声が多く聞こえています。とはいえ、最期は上野千

鶴子さんの書物にもありますけど、おひとりさまの老後ということで、介護の

問題は女性の老後の問題であるということを踏まえますと、やはり女性の相談

場所というのを今後作っていく必要があるのではないかと思います。相談して

解決するのかというと、そうはいかないと思いますが、話を聞いてくれただけ

で気が軽くなったという方はたくさんいらっしゃいます。 

また、８０％以上で持ち家が多いということで、持ち家があるということは

必ず庭があります。庭に花を咲かせるだとか、花の手入れをするというのは女

性は好きですし、そういうことが苦手という人はあまりないと思います。その

辺に視点を移しながらこの豊かな自然と介護を担っている女性が心を和ませる

ような、そういう何か、先ほどの発言にもあったように体操にこだわらず、能

勢の自然の中で介護者が癒されるような仕掛け作りのひとつに、花を育てると

か、野菜を育てるとか、私の知り合いにも庭先の小さなスペースで野菜の苗を

買ってきて、それを育てている方がいらっしゃいます。ご主人が要介護３で

「今日はデイサービスに行ってくれている。帰ってきたら夜中にあちこちおし

っこをまき散らすので、排せつのお世話で夜も眠れない」とおっしゃっていま

すが、花の手入れをしている時は色んな話をして、こういう時間を持つことが

ひとつの慰めにもなるのかなと思いました。 

女性の視点からですが、大きなシステムを構築するとか、そんなことは難し

いことだと思いますが、こういう視点で家族介護者の気持ちを支えたり、理解

を示すという活動は草の根でしていけるのではないかと思いました。 

 

貴重なご意見をありがとうございました。確かに非常に大事な点だと感じま

した。これから高齢のご夫婦世帯で、男性の介護を女性が担うとか、逆のパタ
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ーンもあるかもしれませんが、そういったことがうつリスクの高いところだろ

うという深い読みで、まさにそうだろうなと思いましたし、通いの場だけでな

く、ちょっとした取り組みを進めることが、うつリスクの方を減らしていくと

いうことにつながるという鋭い視点だと思いましたが、いかがでしょうか。 

 

うつになるリスクが高いという、詳細な分析まではできていませんが、おっ

しゃったことは非常に的を得ていると思いました。例えば女性が話をできる場

所であるとか、役割があるということは大事なことだと私どもも思っておりま

して、ある地区では地元の皆さんが集まって野菜を売りに出されたり、ただコ

ーヒーを飲みに行かれる方もいらっしゃいます。地域の課題をお店の中で解決

しながら、その地区では移動が課題に上がっていますが、寄って来られた方が

ボランティアとして移送も手伝っているという地区もあります。 

そういった取り組みもひとつのきっかけになるのかなと思いますし、相談窓

口として我々専門職のところが、優先順位の上に上がってこなかったのはＰＲ

不足もありますし、窓口としてハードルが高いという思いも皆さんあるのだろ

うなと思っておりますので、地元でやっておられるＰＲも必要だと思います

し、我々の相談窓口のＰＲも改めて徹底してやっていきたいと思いました。あ

りがとうございました。 

 

 実際どういった方がうつリスクが高いのか、そのあたりの分析もされたらど

うかと思いましたので、ぜひよろしくお願いします。貴重なご意見をありがと

うございました。 

他はいかがでしょうか。 

 

８６ページに書いてある「介護サービスの充実強化」の小規模多機能型居宅

介護事業所の整備の項目について、これまでこの運営委員会の中で、第７期の

時も町で事業所を募集されましたが、手をあげた事業所はなかったと思いま

す。歌垣小学校の跡地を利用して、東部デイサービスセンターを集約するとい

うことを突然聞かされまして、町の計画と介護保険事業運営委員会との連携は

どうなっていたのかなと感じることがありました。 

今回も「小規模多機能型居宅介護事業所の整備をめざします」と書いてあり

ますが、集約する時に事業所との契約などはなかったのでしょうか。その辺の

いきさつが役場の中で連携が取れているのかなと疑問に思いました。 

それと東部デイサービスセンターが池のところにありますが、そこを廃止し

て集約されるのですか。その辺もひとりの住民としてはすごく曖昧で、情報が

伝わってきませんが、ご説明があればお願いします。 
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小規模多機能型施設であるとか東部デイサービスセンターを集約しますと書

いていますが、これは平成２８年度に公共施設の再編整備計画を能勢町で作成

いたしました。その際には関係各課が集まって、当時は再編室がなくて財政係

が担当していましたが、関係する当時の福祉部局や色んな部局が集まって計画

をしておりました。 

当初は歌垣小学校を平成３０年、３１年度くらいをめどに、福祉的な複合施

設にするという計画でした。その時にははっきりと小規模多機能型施設を整備

すると謳っていませんでしたが、その後色んな議論をしていく中で、第７期計

画を作る際には、町としても整備をめざすということになりました。どの場所

がいいかという議論をしていく中で、今現在の歌垣小学校の跡地に整備するこ

とになりました。計画が少しずつ遅れていますが、令和３年１２月頃に整備さ

れる予定になっています。施設整備は町で行いますが、設備等については国の

補助金を活用した上で、運営は民間に委ねるのが適当だろうということで計画

しております。あわせて東部デイサービスセンターもひとつにまとめることで

色んな方が集っていただけるような施設にしようと現在総務課の施設再編担当

が動いている状況です。 

 

ありがとうございました。他いかがでしょうか。 

 

第８期の計画を立案するところから入らせていただいて、この膨大な資料と

大変な作業で、包括支援センターの方々のご苦労をお察しします。 

全体に計画立案していく中で、素案として資料１、資料２を見て、資料２は

簡単に概要が書いてあって、資料１では見込み量とか書いてあるんですけど、

全体的に「取り組む」「連携を取ります」「頑張っていきます」「働きかけま

す」という言葉が多くて、こういうことに力を入れてくれるんだな、一緒にこ

ういうことを頑張っていったらいいんだなということが分かりますが、実際に

取り組む量とか質、客観的な数値目標の記載が少なく、あっても前年度同様で

あったり、少し増えている程度で、もちろん数が多ければいいとは思いません

が、計画を３年間立てる中で、進捗状況であったり、３年後の評価指数だった

り、具体的な指数とか行動量だったり、施行回数だったり、施策の成果だった

りを入れてもらわないと、例えば、２回計画して１回はやったけどもう１回は

できてないから、もう１度やろうといった進捗だったり、最後の成果や評価が

客観的な数値で出ないと、膨大な資料で「頑張ります」とか「体制を整備して

いきます」とか「検討していきます」という言葉と乖離が生じてくるのではな

いかなと思います。 
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例えば、いきいき百歳体操の参加数を何人にしましょうとか、ボランティア

育成のための研修会の開催数を現在１回だけど２回にしましょうとか、多職種

連携研修会の開催数も３回にしましょうとか、そういった具体的な計画でない

と、この計画を本当に目標として立てた意味が薄くなっていくのではないかと

いうのが思ったことです。 

あとは、ウィズコロナで生活様式自体を変えていかなければいけないという

時代になってきていますので、「コロナだから」という言い訳も通りやすくな

ってはきていますが、コロナ禍だからこそ生活様式であったり、日常の支援の

常識をこちら側が変えていかなければいけなくて、例えば今能勢町では、小学

校中学校のひとり一人にタブレットを渡す計画が進んでいると思いますが、そ

ういうのも利用して、高齢者とお孫さんが一緒に住んで、いきいき百歳体操を

一緒にやって、その動画再生回数を増やしていこうとか、そういった取り組み

とかも、コロナ禍の常識をみんなで共有していくということを目標に盛り込ん

でもいいのかなと思いました。 

また、世界的なトレンドの中で、ＳＤＧｓ（Sustainable Development 

Goals）、持続可能な開発目標が世界的にみんなで取り組もうと、能勢町でも町

長がおっしゃっていると思いますが、内容自体は計画の中に全部盛り込まれて

いると思いますが、そういった文言があってもよかったのかなと思いました。 

 

ありがとうございました。貴重なご意見で、計画の効果評価をどう評価する

のか、そのためには具体的な効果目標がいるのではないかといったご意見でし

た。ＩＣＴを使ってそれを実際の効果評価にもつなげたらどうかということ

と、ＳＤＧｓを意識したような言葉を入れるということでしたが、いかがでし

ょうか。 

 

ありがとうございます。おっしゃる通り施策の展開のところでは、取り組む

量であったり、質であったりということを評価になじまないところもあります

が、できるだけ指標ができるところがないか、もう１度点検をしてみたいと思

います。施策がどのくらいできているかということの評価は客観的なものが必

要になりますし、そういう時代になってきていると思いますので、できるとこ

ろについてはもう１度見直しをしていきたいと思います。 

コロナ禍についても同様で、こういう状況だからこそできることはないかと

いう視点で、改めて係内で相談をしながら記載できるところは記載していきた

いと思います。 

ＳＤＧｓの視点についても、３番ともう１つくらい該当するところがあった

と思いますので、そのあたり触れることで町全体の総合計画とのなじみとか、
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世の中的ななじみにもマッチした計画になると思いますので、そこも検討を入

れてみたいと思います。貴重なご意見ありがとうございます。 

 

ありがとうございます。ぜひその点よろしくお願いいたします。 

 

ぜひ１点だけお願いしたいと思います。資料１の５７ページから５８ページ

にかけて、基本目標２として「地域包括ケアシステムを進める地域づくり」の

中で、旧小学校区への協議体の展開について、第７期計画期間において、２か

所程度の設置をめざしましょうということで取り組んでいるという記載があり

ました。一方、７６ページの「地域共生社会の実現」という目標の中でも、旧

小学校区への協議体の展開について設置運営しますと、これらは同じだと思い

ますが、７６ページの方では第７期の２か所設置を引き続いて第 8期の目標と

いうことでしょうか、この協議体は具体的にどういうものなのか、ご説明をお

願いしたい。 

第７期計画の実施状況を記載している５６ページの基本目標２「地域包括ケ

アシステムを進める地域づくり」と第８期計画の目標を記載している７５ペー

ジの基本目標２「地域共生社会の実現」というのは同じ意味合いなのか、全く

違うものなのか、基本目標のタイトルが第７期と第８期によって、違うくくり

に入ってしまっているのがいいのか悪いのか、そのあたりも合わせてよろしく

お願いしたいと思います。 

 

ありがとうございます。まず協議体とはという話があったと思いますが、こ

れは生活支援体制整備事業という事業が国でやっていこうと制度化されまし

て、能勢町では平成３０年度から社会福祉協議会に委託する形で一緒に取り組

んでいます。協議体とは何をする場所なのかというと、地域の中で日頃の皆さ

んの色んな困り事とか、地域でこんなことをできるぞというようなことを話し

合う場づくりをしていく必要があるだろうと、そのことを国では協議体と呼ん

でいます。２か所の設置となっていますが、この話し合いの場づくりが旧小学

校区くらいが単位としてはいいのだろうということで、制度ができた時点では

２か所程度に設置ということになっています。 

地域での話し合いの場をどのレベルで作るかというのは、まさに地域それぞ

れだと思います。地区福祉委員会の活動を社協に担っていただいていて、地区

福祉委員会というのはおおむね旧小学校区に既にあって、これまで地域福祉の

活動はそれを単位にしていただいていたので、まずはその辺りから始めても良

いのではないかということで、その内の２か所を当時は提案しています。 

地域の中での話ができるレベルが、地域によって様々だと感じていまして、
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「うちの区は小学校区よりもむしろ地区として、話し合いの場があってもいい

んじゃないか」というところも出てくるとか、地域の実情に応じて出来方のレ

ベルは様々だと思いますので、いずれにしても話し合う場所というか、人が集

まるような場所を作っていくというのがこの協議体と呼ばれるものの意義で

す。 

そこで、例えば困っている高齢者がいるというような情報があれば、その中

で「私だったらこんなことができます」ということを言ってくれる人が仮にい

たとして、そういうことを地域の中で情報をうまく整理して、見える化して、

それを結び付けていくというコーディネートをするのが、いわゆる生活支援コ

ーディネーターで、社会福祉協議会で４名の方に活躍していただいています。

そういうコーディネートをしていただく方がそれを担っていただいているとい

うところです。 

２か所というのが必ずしも目標数とするのがなじまないかもしれないと考え

ていますので、第８期では数字の記載に関して定めていません。 

基本目標のところについては、ご指摘いただいた内容等ありますので、もう

１度整頓したいと思います。 

 

第６章が見込みということで書かれていませんが、私としては施設の役割を

はっきり謳ってほしいです。時代が変わってきて、自宅で生活することが主体

となる中で、施設の役割を明確に示してほしいと思います。 

 

ありがとうございました。施設を運営される側ならではのご意見かと思いま

した。その辺りも具体化していただくということをご検討いただければと思い

ます。 

そうしましたら、案件１につきましては以上になりますが、事務局でその他

のご報告はありますか。 

 

ありがとうございました。本日ご協議いただいた内容につきましては、今後

介護保険事業としての見込みを立てていく必要がありますので、次回の会議で

お示しさせていただきたいと思います。 

次回の会議につきましては、日程がタイトになって申し訳ございませんが、

パブリックコメントの関係もあって、令和３年１月２１日（木）１４時からの

開催を予定しております。案件につきましては、引き続き「第８期能勢町高齢

者福祉計画・介護保険事業計画策定に向けて」という議題を中心に予定してい

ます。会議開催にあたりまして、引き続きよろしくお願いいたします。 

事務局からは以上です。 
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事務局 

 

 

ありがとうございました。活発なご議論をいただきましたが、他に皆さまか

らご発言等ございますか。よろしいでしょうか。 

それでは今日の議論を踏まえまして、さらに進化した案件をご提示いただけ

ればと思います。 

それでは本日の議題はすべて終了いたしましたので、事務局よりお願いいた

します。 

 

それでは、第２回能勢町介護保険事業運営委員会を閉会させていただきま

す。お忙しいところ、皆さまありがとうございました。 

 

（委員会終了） 

 


